






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































― 24 ― ― 25 ―
の発見という、日本の歴史の上で革命的な意義を持つ思想・理論上の積極的な寄
与が、〈生成期〉に不可避の未熟さのゆえに、遺産の拒否というマイナス面と不
可分に結びついていったのである。」
　自己（内部要求、個性）に基づく魯迅の文学観においても、史的唯物論に基づ
いて、文学と「社会」、「階級」の関係を明確に発見したことは、画期的なことで
あったと思われる。ゆえに私は魯迅の文学観上における、厨川白村とトロツキー
の基本的関係を批判的継承と発展、そして克服の関係と見る。
*20：先に引用した『二〇世紀文学の黎明期―《種蒔く人》前後』（祖父江昭二、
新日本出版社、1993・2・25）の「はじめに」は、1920年代日本プロレタリア文
学の寄与とマイナス面について指摘する。この寄与の面についていえば、魯迅が
史的唯物論を受容したときにも、同じような意義をもったと考えられる。
*21：「三　芸術と階級」（『芸術論』、ルナチャルスキー著、1926年出版、魯迅訳、
1929・4・22訳了、上海大江書舗、1929・6、翻訳の底本は、『マルクス主義芸術
論』〈昇曙夢訳、白楊社、1928・7・30〉）による。
*22：「第一章　文学及び芸術の意義」（『チェルヌイシェフスキイ―その哲学・
歴史及び文学観』「第三篇　チェルヌイシェフスキイの文学観」、プレハーノフ
著、蔵原惟人訳、叢文閣、1929・6・13、魯迅訳、季刊『文芸研究』第1巻第1期、
1930・2・15、底本は『魯迅訳文全集』第8巻〈福建教育出版社、2008・3〉）で、
プレハーノフは次のようにチェルヌイシェフスキーの原文を引用する。
「『良き生活、かくあらねばならない生活は、単純な民衆にあっては、飽食し、良
い小屋に住み、満足に眠ることから成立っている、しかしこれと共に農夫にあっ
ては、〈生活〉なる概念は常に仕事の概念の中に包含されている、―仕事なく
して生活することは出来ない、それは退屈であるだろう。満足な生活の結果と
して、力の疲労にまで達しない大きい仕事の時には、若い農夫或は農村の娘に
は、極めて新鮮な顔色と頬全体には紅の色が現われるであろう―これこそは単
純な民衆の解釈による美の第一条件である。多く仕事し、従って丈夫な体格を持
つ事によって、農村の娘は満足の食物が与えられる限り、十分に肉付きがいい、
―これまた農村の美人の必要なる条件である。上流の〈空気の様に軽やかな美
人〉は農夫に取っては決定的に〈不恰好〉なものであり、彼等に不愉快な印象す
ら与える、何となれば彼等は〈痩せ〉を病気か〈傷ましい運命〉の結果であると
考えることに慣れているから。しかし仕事は肥満することを許さぬ、で若しも農
村の娘が肥えているならば、それは病気の一種であり、〈病弱な〉体格のしるし
であり、民衆は大きい肥満を欠点と見ている。』」（335頁－336頁）
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魯迅は、1930年3月19日の講演以前に、プレハーノフの引用するチェルヌイシェ
フスキーのもとの言葉を知っていた。ただ最初にその内容を知ったのは、ルナ
チャルスキーの紹介をつうじてであったと思われる。
*23：「魯迅先生的演講」（鄭伯奇、1936・10、『憶魯迅』、人民文学出版社、1956・
10、底本は1981・8湖北第3次印刷）による。
*24：講演の日時と場所は、『魯迅講演考』（馬蹄疾、黒竜江人民出版社、1981・
9）による。
*25：「文学的階級性」（1928・8・10、『語絲』第4巻第34期、1928・8・20、『三
閑集』）で魯迅は次のように言う。
「来信の『食べたり眠ること』という比喩は、笑い話にすぎませんが、しかしトロ
ツキーはかつて『死の恐怖』について古今の人に共有されていることによって、
文学の中に階級性を帯びない分子があることを説明しました。その方法は実際の
ところ大体同じです。」
*26：ここでは、魯迅のリアリズムに対する考え方が、関連して論じなければな
らない課題として出現する。しかしこの課題は、ここで論ずるにはあまりにも大
きく、重い。稿を改めて、論ずることを期したい。
